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林
　
淳
著

『

近
世
陰
陽
道
の

研
究
』

A5

判
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川
弘
文
館
　
二

QO

五

年
一

二

月
一

日
刊

一

四
＋

四
〇
〇
＋

八
頁

　一

二

〇
〇
〇
円
＋

税

杉

岳
　
志

　
本
書
は

、

近

世
陰
陽
道
の

研
究
を

精
力
的
に

進
め

て

こ

ら

れ

た

林
淳

氏

に

よ
る

初
の

論
文

集
で

あ
る

。

著

者
は

八

〇
年
代
後
半
か

ら

近

世
の

陰
陽

道
に

関
す
る

論

考
を
発

表
し
て

い

る

が、

本
書
に

収
録
さ

れ

た

の

は
一

九

九
三

年
成

稿
の

Hl

四

を
除
く
と
い

ず
れ

も
一

九
九

九
年
以
降
に

発
表
さ

れ

た
も
の

で

あ

り、

最
新
の

研
究
成
果
に

基
づ
い

た

著
書
と

い

っ

て

よ

い

だ
ろ
う

。

　

本
書
の

構
成
は

以

下
の

通
り
で

あ
る

。

　
序

−

　
近

世
陰
陽
道
の

成
立
と

展
開

　
一
　

近
世
陰
陽
道
の

研
究
史

　
二

幸
徳
井
家
と

南
都
陰
陽
道

　
三

　
王

権
と

陰
陽
道

　
四

　
近
世
陰
陽
道
の

展
開

11
　
土

御
門
家
の

陰
陽
師
支
配

　
　
　
陰
陽
師
と

神
事
舞
太
夫
の

争
論

　
二

　
伊

勢
の

暦
師
集
団

　
三

　
土

御
門

家
江

戸
役
所
の

組
織
改

革

　
四

　
修
験
と

陰
陽
師
の

占
考
争
論

皿

　
土

御
門
家
と

地

方
陰
陽
師

　
一
　

三

河
万

歳
の

組
織

　
二

　
知

多
の

陰
陽
師
と

出
稼
ぎ

万
歳

　
三

　
但
馬
の

地
方
触
頭

　
四

　
『

指
田
日

記
』

と

村
の

陰

陽
師

W
　
陰
陽
道
組
織
の

変
容

・

解
体

　
一
　

寛
政
三

年
諸
国
触
れ
の

歴
史

的
意
義

　
二

　
天
保
十
三

年
の

宗
教
者

市
中

取
締
の

触
れ
を
め
ぐ
る

諸
問
題

　
三

　
明
治
三

年
の

天
社

神
道

廃
止

令

　
終
章

　
本

書
は
全
四

部
で

構
成
さ
れ

て

お

り、

第
−

部
は

研
究
史
整

理
と

陰
陽

道
に

お

け
る

中
世
か

ら
近
世
へ

の

転
換、

第
H
部
は

土

御
門
家
に

よ

る

諸

宗
教

者
・

芸
能
者
へ

の

支
配

拡
大
の

実
態

、

第
m
部
は

地

方
陰
陽
師
の

組

織
化
と

彼
ら
の

日

常
的
活
動

、

第
W
部
は

近
世
後
期
以
降
に

生

じ
た

陰
陽

道

組
織
の

変
容
と

解
体
を

そ

れ

ぞ

れ

主

題
と

す
る

。

ま

ず
は

各
章
の

内
容

を

紹
介
す
る

こ

と

と

し
よ

う
。

　

最
初
に

Il

一

で

著
者
は

民
俗
学
・

暦
学
・

日
本
史
学
に

お

け
る
近
世

陰
陽
道
の

研
究
史
を

整
理

し
、

地

方
陰
陽
師
研
究
の

動
向
を
紹
介
す
る

。

そ

し
て

「

筆
者
の

立

場
か

ら

す
る

と
、

近
世
の

陰
陽
師
と

は、

土
御
門
家

に

支
配
さ

れ
た

配
下
を

端
的
に

意
味
し
、

近
世
陰
陽
道
と

は、

そ
う
し
た

陰
陽
師
が

関
わ
っ

た

活
動
・

儀
礼
・

知
識
を
意

味
す

る
の

で

あ
る
」

（
二
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二

頁）

と

著

者
の

近

世
の

陰
陽
師
・

陰
陽
道
観
を

提
示
し

、

本
書
の

課
題

を

挙
げ
る

。

　

I
ー

二

は、

こ

れ
ま

で

暦
職
家
と

し

て

取
り

上

げ
ら

れ
て

き

た

幸
徳
井

家
の

陰
陽
師
と

し
て

の

活

動
に

焦

点
を

当
て

て、

南
都
陰
陽
道
の

歴
史
を

描
く

。

大
乗
院
門
跡
経
覚

・

尋

尊
に

仕
え
た

幸
徳
井
家
初
代
友
幸
は

、

尋

尊
の

時
代
に

祓
か

ら
日
時
勘
申
へ

と

活
動
の

範
囲
を

広
げ

、

こ

れ

を

評
価

し

た

尋
尊
は
友
幸
の

位
階
昇
進
を
後

押
し
し
た
と

い

う
。

大
乗
院

門
跡
と

の

つ

な

が

り
に

よ

っ

て

幸
徳
井
家
は
戦
国
の

世
を
生
き

残
り、

近

世
初
期

に

は

三

代
に

渡
っ

て

陰
陽
頭
を
務
め
る

も
の

の
、

土

御
門
家
と

の

争
論
に

敗
れ
て、
暦
職
へ

と

職
分
が

限
定
さ

れ
て

ゆ
く。

　

Il

三

は

室
町
政
権
・

徳
川
政
権
と

陰
陽
道
の

関
係
を

論
じ

る
。

室
町

時
代
に

つ

い

て

は

柳
原
敏
昭
氏
の

研
究
を
整
理
し
、

国
家
的
祈
濤
権
を
奪

取
し

た

義
満
が

密
教
修
法
と

陰
陽
道
祭
祀
を

合
わ

せ

た

祈
檮
体
制
を
確
立

し
て、

「

祈

禧
管
領
」

と

称
す
べ

き

陰
陽
家
に

独
占
的
に

祈
禧
・

勘
申
を

行
わ

せ

た
こ

と、

以

後
将
軍
権
力
と

密
着
す
る

こ

と

で

陰
陽
道
は
隆
盛
を

迎
え
る

が
、

幕

府
の

衰
退
と

と

も
に

衰
微
し
た

こ

と

を

指
摘
す
る

。

冖

方

徳
川
政
権
に

対
し
て

土
御

門
家
は

身
固
や
天

曹
地

府
祭
な
ど

の

陰
陽
道
祭

祀
を
も
っ

て

奉
仕
す
る

が、

も
は

や

独

占
的
に

祈
薦
・

勘

申
を

請
け
負
う

「

祈
疇
管
領
」

で

は
な
か
っ

た
と

評
価
し、

土

御
門
家
が

陰
陽
師
支
配
の

権
限
を
獲
得
し
て

身
分
的

編
成
の
一

翼
を
担
う
こ

と

と

な
っ

た

点
に

陰
陽

道
史
に

お

け
る

中
世
か

ら
近
世
へ

の

転

換
を
見
出
す

。

　
Il

四

は
土

御
門
家
に

よ

る

陰
陽
道
の

神
道
化

・

陰
陽

頭
の

奪
取
・

陰

陽
師
の

組
織
化
を
検
討
す
る
。

近
世
初
期
の

段
階
で

は
土

御
門

家
は

吉
田

神
道
の
一

分
派
と

い

う
位
置
に

あ
っ

た

が、

土

御
門
泰

福
は

寛
文
五

年

（

＝
ハ

六
五
）

の

諸
社
禰
宜
神
主

法
度
を
き

っ

か

け
に

吉
田
家
へ

の

対

抗

心
を
燃
や
し、

垂
加

神
道
を

受
容
し
て

天

社
神
道
（

安
家
神
道
と

も
）

を

確
立
す
る

。

そ
し
て

同
様
の

法
度
を

求
め

て

幸
徳
井
家
・

大
黒
家
と

争
論

を
引
き
起
こ

し
、

さ

ら
に

陰
陽
師
支

配
の

た
め

陰
陽
頭
の

地

位
を

幸
徳
井

家
か

ら

奪
取
す
る
に

至
る

。

こ

こ

に

及
ん

で

土

御
門
家
の

陰
陽
師
支
配
を

認
め

る

霊

元
天
皇
の

綸
旨
及
び
そ

れ
を
追
認
す

る

将
軍
綱
吉
の

朱
印
状
が

出
さ

れ
、

国
家
的
承
認
の

も
と
に

土

御
門
家
に

よ
る

配

下
支

配
が

開
始
さ

れ

た

と

い

う
。

　

HI

一

は

神
事
舞
太
夫
と

陰
陽
師
の

争
論
を
取
り
上
げ
る

。

当
初、

神

事
舞
太
夫
は

陰
陽
師
と

の

争
論
で

不
利
な
裁
許
を
受
け
る

が
、

数
々

の

争

論
を

繰
り

返
す

中
で

家
職
書
を
整
え

、

寺
社
奉
行
の

行
政

命
令
を
仰
ぎ
つ

つ

排
他
的
組
織
を

形
成
し

て

ゆ
く
。

著
者
は

陰
陽
師
と

の

争
論
こ

そ
が

神

事

舞
太
夫

教
団
の

形
成
を

促
し

た

と

指
摘
し
、

家
職
書
に

梓
神
子
法

令
が

添

付
さ
れ
た

正

徳
二

年
（

一

七

＝
二
）

に

教
団
の

画
期
を

見
る
。

　

続
く
HI

二

は

伊

勢
の

暦
師

集
団
を

題

材
と

す
る

。

著

者
は

第
一

期

（
中
世
末
）

・

第
二

期
（
貞

享
暦
成
立
八

一

六

八
五
〉

ま

で
）

・

第
三

期

（
宝

暦
元

年

企

七
五
］
V

ま
で）
・

第
四

期
（

宝

暦
二

年
以
降）

と

い

う
時
期
区
分
を
行
い
、

第
二

期
か

ら

第
三

期
の

間
に

は、

地
域
内
で

の

作

暦
を

め

ぐ
る
争
い

↓
地
域

内
で

の

仲
間
形
成
・

地

域
外
と

の

ナ

ワ

バ

リ

争

い

と

い

う
変
化
が

あ
っ

た
こ

と、

そ
の

背
景
に

は

貞
享
暦
と

い

う
全

国
一

律
の

暦
の

登
場
が

あ
っ

た
こ

と
を

明
ら
か

に

す

る
。

ま

た、

第
四

期
に

土

御
門
家
は

陰
陽
師
支
配
の

方
式
を

暦
師
支
配
に

適
用
す
る

が、

円
滑
に

は

進
ま

な

か

っ

た

こ

と

を

指
摘
し
て

い

る
。

　
以
上

の

二

章
は

い

ず
れ
も

近
世
前
期
を
中
心
と

す
る

事
例
で

あ
る
が
、

近

世
後
期
に

な

る

と

土

御
門
家
は

あ
ら

た
な
論
理
を
打
ち

出
し
て

争
論
を

重
ね
る

こ

と

に

な

る
。

こ

の

転
換
を
描
い

た

の

が

111

三

で

あ
る

。

陰
陽

200（772）
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頭
土

御
門
泰

邦
の

再
触
れ
要
請
が

幕
府
に

斥
け

ら

れ

た

こ

と

を
き

っ

か

け

に、

土

御
門
家
江
戸
役
所
は

独
自
に

江
戸
の

陰
陽
師
の

組
織
化
へ

乗
り
出

し、

配
下
陰
陽
師
を

古
組
・

新
組
・

新
々

組
・

売
ト
組
・

在
組
へ

と
分
類

す
る

。

そ

し

て

陰
陽
師
を

「

占
考
を

行
う
者
」

と

再
定
義
し

て

他
の

宗
教

者
の

抱
え

込
み

を

図
り

、

争
論
を

引
き

起
こ

し

て

ゆ
く
の

で

あ
る

。

著
者

は

こ

こ

に
、

先
発
の

他
の

宗
教
者
の

勢
力
範
囲
を
切
り

崩
す
こ

と

で

し
か

組
織
の

拡
大
を
望
め

な

か

っ

た

土
御
門
家
の

陰
陽
師

支
配
の

特
質
を

見
出

し

て

い

る
。

　
111

四
は

他
宗
教
者
の

勢
力
範
囲
切
り

崩
し
の
一

例
と

し
て、

修
験
と

の

占
考
を
め

ぐ
る
争
論
を
取
り

上
げ
る

。

当
山

派
修

験
は

報
酬
の

有
無
を

も

っ

て

占
考
と
売
ト
を
別
物
と

す
る

主
張
を
繰
り

返

す
が、

実
際
に

は

報

酬
目
的
に

占
考
を
行
う
こ

と

も

多
か

っ

た
こ

と
か

ら、

陰
陽

師
に

対
し

劣

勢
に

追
い

込
ま
れ
る

。

そ

れ

に

対
し
て

本
山
派

修
験
は

占
考
と

売
ト
の

間

の

本
質

的
な
違
い

を
主

張
し、

さ
ら
に

本
所
の

聖

護
院
が

積
極
的
に

介
入

し

て

武
家
伝
奏
に

働
き
か

け

る

こ

と

で

文

化
八

年
（

一

八
一
一
）

に

和
談

を

勝
ち

取
っ

て

い

る
。

著
者
は

こ

の

和
談
を

土

御
門

家
の

挫
折
と

見
な

し
、

そ

の

原
因
の

ひ

と

つ

に

江
戸
と

上

方
の

宗
教
行
政
の

違
い

を

指
摘
す

る
。

　

第
田

部
で

は

ま
ず
 

1
一

で

三

河

万
歳
師
の

組
織
化
を
検
討
し
、

近
世

初
期
に

集
住
し

た
三

河
の

万
歳
師
が

貞
享
元
年
（

一

六
八
四
）

以
降
土
御

門
家
の

配
下
と

な
っ

て

土

御
門
家
江

戸
役
所
か

ら

職
札
の

発
給
を

受
け
た

こ

と、

宝

暦
・

明

和
年
間
（

一

七
五
一

−
七
一
）

に

江
戸
役
所
に

よ

る
万

歳
師
支
配
体
制
が

確
立
し、

以
後
組
織
上

大
き

な
変
化
は

な

か

っ

た

こ

と

を
三

河
国
宿
村
の

事
例
か

ら

確
認
す

る
。

そ

の
一

方
で
、

幕
末
に

は

江
戸

役
所
と

京
都
役
所
の

間
に

配
下
支
配
を

め

ぐ
る

緊
張
関
係
が

存
在
し

た
こ

と

を
明
ら
か

に

し、

両
役
所
を
一

体
化
し
て

考
え
て

き
た

従
来
の

研
究
に

見
直
し
を
迫
っ

て

い

る
。

　

続
く
m
ー

二

は

知
多
の

陰
陽
師
を

取
り
上

げ
る

。

先
行
研
究
で

は

知
多

の

陰
陽

師
が

特
権
者
で

あ
り

な
が
ら

賤
視
さ

れ

た

こ

と

が

指
摘
さ

れ
て

い

る

が、

著
者
は

知

多
の

陰
陽
師
に

は

土

御
門
家
か

ら

陰
陽
師
小
頭
に

任
命

さ

れ

る

村
の

有
力
者
ク

ラ

ス

と

配
下
の

陰
陽
師
と

い

う
二

つ

の

階
層
が

存

在
し、

後
者
が

賤
視
の

対
象
と

な

っ

た

と

説
明
す
る

。

前
者
は
役
所
を

構

え
て

知

多
の

万
歳
師
を

独
自
に

支
配
す
る

が
、

こ

れ

を

嫌
っ

て

土
御
門
家

に

直
接
結
び
つ

こ

う
と

す

る

動
き

が

十
九
世
紀
に

は

見
ら
れ、

土
御
門

家

側
も

地

方
触
頭
を

介
さ

ず
に

直
接
配
下
に

取
り
込
む

こ

と

に

積
極
的
で

あ

っ

た

と

い

う
。

　
ml

三

は

但
馬
の

事
例
で

あ
る

。

こ

こ

で

検
討
さ

れ
る
芦
谷

村
の

安

谷

家
は

中
世
末
に

開
発
土

豪
と

し

て

定
着
し、

近

世
に

は

庄
屋
を
務
め

る

家

で

あ
っ

た
が
、

近
世
初
期
の

時
点
で

既
に

土
御

門
家
の

配
下
と
な
っ

て

い

た
。

特
徴
的
な
の

は
陰

陽
道
的
な
占
い

や
呪
法
に

従

事
し
な
い

と
い

う

点

で
、

土

御
門
家
と

の

関

係
強
化
に

励
む

の

も

陰
陽
師

支
配
の

た
め
で

は

な

く、

地
域
社
会
で

の

威

信
の

誇
示
の

た
め
で

あ
っ

た
。

こ

の

よ
う
な

安

谷

家
に

つ

い

て

著
者
は

、

「

安

谷
家
は、

土

御
門
家
「

配

下
」

で

は

あ
っ

た

が
、

本
来
の

意
味
で

「

陰
陽
師
」

で

は

な
か

っ

た
」

と

評
し

て

い

る

（

二

五

二

頁
）

。

一

方、

土

御
門
家

の

側
は

安

谷

家
を

触

頭
に

任
命
し

て、

様
々

な
役
割
を
担
わ

せ

た
。

安
谷

家
の

事

例
か

ら
、

地

方
の

陰
陽
道
触
頭

は

貢

納
料
の

上
納
に

加
え
て

取
締

役
の

補
助
と

紛
争
の

調
停
を

行
っ

た

こ

と

が

明
ら
か

と

な
る

。

　

mI

四
で

は

武

蔵
の

村
に

住
む

陰
陽
師

指
田

藤
詮
の

活
動
を

、

彼
自
身

の

日

記
を
利
用
し
て

解
明
す
る

。

藤
詮
は

土

御
門
家
の

許
状
を

得
て

陰
陽

（773）201
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師
と

し
て

活

躍
す

る

だ

け

で

な

く
、

村
の

知
識
人
と

し

て

寺
子
屋
を
開
設

し、

さ
ら

に

村
内
の

神
明
社
の

神
職
と

し

て

神
事
と

祭
礼
を
執
行
す
る

な

ど
、

そ
の

活

動
は

多

様
な

も
の

で

あ
っ

た

こ

と

が

紹
介
さ
れ
る

。

著
者
は

加
え
て

村
内
の

動
向
に

も

着
目
し

、

地
域
社
会
で

の

真
福
寺
の

ヘ

ゲ
モ

ニ

ー
が
修
験
の

本
山
・

陰
陽

道
の

本
所
に

よ

っ

て

低
下
さ

せ

ら

れ
て

い

く

様

子
を
描
き

出
し

て

い

る
。

　

WI

一

は、

寛
政
三

年
（
一

七
九

こ

の

触
れ

に

よ

っ

て

土

御
門
家
の

陰
陽
師
支
配
が

全

国
へ

拡
大
し

た

と

す

る

高
埜

利
彦
氏
の

説
（

「

近

世
陰

陽
道
の

編
成
と

組
織
」

同

『

近

世
口

本
の

国

家
権
力
と

宗
教
」

東
京
大
学

出
版
会、

一

九
八

九
年）

を
批

判
し、

そ
の

歴
史
的
意
義
を

再
考
す
る

。

著
者
は

こ

の

触
れ
が

各
地
に

及
ぼ

し
た

影
響
を

検
討
す
る

こ

と

で
、

幕
府

は

諸
宗
教
者
の

人
別
掌
握
の

た
め

に

土

御
門

家
を

利
用
し

た
こ

と
、

土

御

門
家
側
は

藩
権
力
の

機
構
を
利
用
す
る

こ

と

で

配

下
の

拡
大
を

図
っ

た

こ

と

を
指
摘
し

、

高
埜
氏
に

よ
る

時
期

区
分
の

画
期

点
に

あ
ら
た

な

意
味
を

見
出
し

て

い

る
。

　

続
く
Wl

二

で

は

天
保
十
三

年
（
一

八
四
二
）

の

触
れ

に

つ

い

て

考
察

を

加
え

る
。

そ

も

そ

も
触
案
の

段
階
で

は

宗
教
者
の

市

中
追

放
・

裏

店
住

と

し

た

上
で

の

統
制
と

い

う
二

案
が

存
在
し
、

水
野
忠

邦
の

推
す

前
者
の

内
容
で

発
布
さ

れ

た
。

し

か

し

触
れ
に

対
し

て

三

宝
院
・

聖
護
院
の

両
門

跡
か

ら

猶
予
願
い

が

出
さ

れ
、

触
れ
の

空
洞
化
を

避
け
る

た
め

に

神
職
・

修

験
に

代
替
地
を

与
え

て

移
住
を

命
じ

る

こ

と

に

な
る

。

こ

れ
に

よ
っ

て

神

職
・

修
験
は

集
団
生

活
を

営
む

こ

と

と

な

り
、

触
頭
・

執
役
の
→

元
的

支

配
が
確
立
す
る

。

一

方

陰
陽
道
江
戸
役
所
は

こ

の

宗
教
者
市
中
取
締
に

よ

っ

て

そ
の

機
能
を

低
下
さ

せ

た

と

い

う
。

　
Wl

三

は
土

御
門
家
の

陰
陽

師
支
配
に

終
止

符
を

打
っ

た

明
治
三

年

（
一

八

七

〇
年）

の

天
社
神
道
廃
止

令
を

取
り
上

げ
、

こ

の

時
期
に

発
布

さ
れ
た

意
味
と

そ

の

目
的
を

解
明
す

る
。

こ

れ
ま

で

の

研
究
で

は

天
社
神

道
は

「

淫

祠
邪
教
」

で

あ
る

が

故
に

廃
止
さ

れ
た

と

説
明
さ

れ

て

き

た

が
、

天

社
神
道
は

旧

弊
と

さ

れ

た

の

で

あ
っ

て
、

淫
祠
邪
教
と

さ

れ

た
わ

け
で

は
な
か
っ

た
。

天
社
神
道
廃
止
は

編
暦
事
業
か

ら
の

土

御
門
家
排
除

と

軌
を
一

に

し

て

い

る

こ

と

か

ら
、

政
府
の

目
的
は

旧
幕
時
代
の

身
分
制

度
と

そ
れ
に

伴
う

権
威
の

解
体
に

あ
っ

た

と

著
者
は

結
論
付
け
る

。

　
終
章
は

本
書
の

成

果
を

指
摘
し

、

今
後
の

課
題
と

し
て

、

中
世
末
の

畿

内
の

散

所
法

師
・

声

聞
師
研
究
の

成
果
を

取
り

入

れ

て

陰
陽
師
と

賤
視
の

問
題
に

向
き

合
う
こ

と
を

挙
げ
る

。

　

以
上、

本
書
の

内
容
は
多

岐
に

渡
る

た

め、

少
々

詳
し

く

紹
介
し
た

。

各
章
と

も

豊
富
な
史
料
を
基
に

論
じ
ら

れ

て

お

り、

そ
の

中
に

は

未
刊
行

史
料
も
数
多
く
含
ま

れ
て

い

る
。

各
地
の

史

料
を
地
道
に

掘
り

起
こ

し、

丹
念
に

分
析
さ

れ
た

こ

と

に

敬
意
を
表
し
た

い
。

　

続
い

て

本
書
の

成
巣
で

あ
る
が
、

著
者
は

終
章
で、

 
近

世
陰
陽

道
の

歴
史
像
を

中
世
・

近
代
の

宗
教
史
の

関
連
の

中
で

描
い

た

こ

と
、

 
近

世

陰
陽
道
史
の

時
期
区
分
・

段
階
論
の

再
検
討、

 
陰
陽

師
を
め

ぐ
る
家
職

争
論
の

分
析

、

 
近

世
後
期
の

宗
教
社
会
史
へ

の

見
通
し

の

指
摘、

の

四

点
に

ま
と

め

て

い

る
。

い

ず
れ
も

今
後
近
世
陰
陽
道
の

研
究
を
進
め
る

上

で

参
照
さ

れ

る

べ

き、

重

要
な

成
果
で

あ
る

。

こ

こ

で

は

上
記
の

点
も
含

め
、

評
者
な
り
の

視
点
で

本
書
の

成
果
を

指
摘
す
る
こ

と

に

し

た
い

。

　

第
一

に
、

著

者
自
身
成
果
の
一

つ

と

し

て

挙
げ
て

い

る

通
り

、

中
世
か

ら
近

代
ま
で

の

歴
史
的
な

流
れ

の

中
で

近

世
陰
陽
道
を

検
討
し

、

そ

の

特

質
を
考
察
し
た

点
で

あ
る

。

本
書
に

よ
っ

て
、

著
者
が

言
う
と

こ

ろ

の

陰

202（774）
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書評 と紹介

陽

道
の

「

没
落
史
観
」

（
七
ニ

ー
三

頁）

を

乗
り
越
え

て

近
世

陰
陽
道
が

位

置
付
け

ら
れ
た

。

陰
陽
師
支
配
の

権
限
を

認
め

た

天
和
三

年
（

＝
ハ

八

三
）

の

綸
旨
・

朱
印

状
に

基
づ

き、

土

御

門
家
が

配

下
に

陰
陽

師
の

身

分
・

職
分
を

与
え

て

編
成
し

た

点
に

中
世
陰
陽
道
と

近
世
陰
陽
道
の

画
期

が
あ
る、

と

い

う
著
者
の

主

張
は

、

宗
教
に

お

け
る
中

世
か

ら

近

世
へ

の

移
行
を

考
え

る

上
で

大
き

な

示
唆
に

富
む

。

　

第
二

に、

他
の

宗
教
者
・

芸
能
者
と

の

関
係
の

中
で

近
世
の

陰
陽
道
史

を

描
い

た
こ

と

で

あ
る

。

111

一

の

神
事

舞
太
夫
の

事
例
で

指
摘
さ

れ

た

よ

う
に
、

諸
宗
教
者
は
互
い

に

差
異

化
を
図
る

中
で

自
ら

の

ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

を
発

見
あ
る

い

は
確
認
し、

集
団
を

形
成
し

た
。

そ

も

そ

も
土

御

門

家
が

陰
陽

師
支
配
に

乗
り

出
し

て

組
織
化
を

図
る

の

も、

寛
文
五

年

二

六
六
五）

の

諸
社
禰
宜

神
主

法
度
が

き

っ

か

け
で

あ
っ

た
。

後
発
の

陰

陽
道
が

組
織
の

拡
大
を

遂
げ
る

に

は
、

他
の

宗
教
者
集
団
を
切
り
崩
す

よ
り

他
な

か
っ

た

と

い

う
指
摘
（

Hl

三
）

と

合
わ
せ
、

本
書
は

近

世
宗

教

史
研
究
に

は

諸
宗
教
者
・

芸

能
者
の

比
較
検
討
が

不
可
欠
で

あ
る

こ

と

を

読
者
に

喚
起
す
る

。

近
世
に

お

け
る
多
様
な
宗
教

者
．

芸

能
者
の

研
究

を

大
き

く
進
展
さ

せ

た

身
分
的
周
縁
論
で

も
諸
集
団
の

併
存
と

競
合
に

注

目
が

集
ま
っ

て

お

り
（
塚
田
孝
「

身
分
的
周
縁

論
　
　
勧
進
の

併
存
を

手

が

か

り
と

し

て
」

歴
史
学
研

究
会

・

日
本

史
研

究
会

編
「

日

本
史
講
座
6

近
世
社
会
論
」

東
京
大
学
出
版
会

、

二

〇
〇
五

年）
、

今
後
は

こ

う
し
た

方
向
か

ら
研
究
が
深
め

ら
れ

て

い

く
も
の

と

思
わ

れ

る
。

　

第
三

に、

地
方

陰
陽

師
の

実
態
を

解
明
し

た

点
で

あ
る

。

土

御
門
家
に

入

門
し
た

陰
陽
師
で

あ
り

な
が

ら

神
主
と
な

っ

た

事
例
は

既
に

知
ら

れ
て

い

る

が

（
井
上
智

勝
「

神
道

者
」

高
埜

利
彦
編
『

シ

リ
ー
ズ

近
世
の

身
分

的
周
縁
1
　
民

問
に

生

き
る

宗
教
者
』

吉
川

弘
文

館、

二

〇
〇
〇
年
）

、

『

指
田
日
記』

と

い

う
得

難
い

史
料
を

利
用
す
る

こ

と
に

よ
っ

て、

本
書

は
そ

う

し
た
人

物
の

具

体
的
な
様

相
を

明
ら
か

に

し
た
（
田

1
四）

。

ど

れ
だ
け
一

般
化
で

き
る

事
例
な
の

か

わ
か

ら
な

い

と

は

い

え
、

陰
陽
師
と

し
て

祈

濤
を
実
施
す
る
一

方
で

村
内
の

神
明
社
の

社
家
と

し

て

神
事
や
祭

礼
を

取
り

仕
切
り、

医
学
を

学
ん

で

薬
を

病
人
に

施
し
、

寺
子
屋
の

師
匠

と

し

て

教
育
に

携
わ

る

指
田
藤
詮
の

事
例
・

陰
陽
道
的
な

占
い

に

は

従
事

し
な

い

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

陰
陽
師
で

あ
る

と
自
己
主
張
す
る

但
馬
国
芦

谷

村
庄
屋
安
谷
家
の

事
例
（
mI

三
）

と

も、

評
者
の

思
い

描
い

て

い

た

陰
陽
師
の

イ
メ

ー
ジ

を
覆
す
も
の

で

あ
っ

た
。

い

ず
れ
の

事

例
も、

我
々

に

陰
陽
師
像
の

再
考
を
迫
る

貴
重
な
成
果
で

あ
ろ
う

。

　

第
四
に、

王

権
と

陰
陽

道
の

関
係
か

ら

陰
陽

師
の

組

織
化、

地

方
陰
陽

師
の

実
態
に

至

る
ま

で、

近

世
の

陰
陽
道
を

多
面
的
に

論
じ

た

点
を

評
価

し

た
い

。

著

者
の

関
心
は
近

世
の

土

御
門
家
の

配
下
支
配
・

家
職
争
論
の

検
討
を

通
じ
た

陰
陽
師
の

組
織
の

解
明
に

あ
る

こ

と

が

終
章
に

明
記
さ

れ

て

い

る

が
（
三

八

七
頁）
、

そ

れ

で

も
な

お
、

II

三

で

王

権
と

陰
陽
道

の

関
係、

ml

四

で

陰
陽
師
の

日
常
的
活
動
を

取
り

上

げ
た

こ

と

で
、

組

織
論
を

超
え
た

近

世
陰
陽
道
の

総
合
的
な
把
握
が

可
能
と

な

っ

た

と
い

え

よ

う
。

　
こ

の

よ

う
に

重

要
な

成
果
を
あ
げ
た
本
書
で

あ
る

が
、

い

く
つ

か

疑
問

に

感
じ

た
点
も
あ
っ

た
。

　

ま
ず、

研
究
史
の

整
理
に

つ

い

て

で

あ
る

。

梅
田

千
尋
氏
は

「

陰
陽
道

本
所
土
御
門
家
の

組
織
展
開
」

（
『

日

本
史

研
究
』

四

八

七
号、

二

〇
〇一、一

年）

に

お

い

て、

職
分

支
配
を
受
け
た

陰
陽
師
の

ほ

か

に

天
文

暦
学
の

門

人
も
土
御
門
家
に

結
び
つ

い

て

お

り、

彼
ら

の

中
に

は

福
田

金

塘
・

理

軒
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兄
弟
や
米
室
白
裕
の

よ

う
に

触
頭
と

な
っ

て

陰
陽
道
組
織
を

支
え

る

者
が

存
在
し

た

こ

と
、

幕
末
期
に

は

天
文
暦

学
と
い

う

「

学
知
」

の

領
域
ま

で

陰
陽
道
の

職
分
が
拡
張
さ
れ、

天
文
暦

学
者
も

陰
陽
道
組
織
に

取
り

込
ま

れ

て

い

っ

た

こ

と

を
明
ら
か

に

し

て

い

る
。

陰
陽

道
組
織

解
明
の

上
で

大

変
重

要
な

指
摘
で

あ
る

と

思
わ
れ

る

が
、

本
書
が

梅
田
氏
の

研

究
に

触
れ

る

の

は

時
期
区
分
に

関
し

て

の

み

で
、

こ

の

点
に

つ

い

て

は
残
念
な
が

ら

言
及
さ

れ

て

い

な

い
。

　

次
に、

著
者
は、

近

世
陰
陽
道
の

歴
史
的
特
質
は

「

土
御
門
家
を
頂
点

と
す
る
一

元

的
な

組

織
が

形
成
さ

れ

た
こ

と
」

に

あ
る

の

で
、

「

近

世
に

お

い

て

は
（
中
世
と

は

ー
引
用

者
注
）

逆
に、

土

御
門
家
の

陰
陽
師
支
配

に

対
象
を
狭
く

限
定
し
て

研
究
を
す

す

め

る

べ

き

な

の

で

あ
る
」

と

主

張

す
る
（
七
四

頁）
。

し
か

し

陰
陽

頭
が

近

世
の

朝
廷
で

果
た
し
た

役

割
は

い

ま

だ

十
分
に

解
明
さ

れ
て

お

ら
ず

、

近
世
陰
陽
道
の

研
究
対
象
を
こ

の

よ

う
に

限
定
し

て

し

ま

っ

て

よ
い

の

か
、

疑
問
を
覚
え
た

。

陰
陽
頭
に

関

す
る

研
究
が

不
卜

分
で

あ
る

こ

と

を
示
す
例
を
ひ

と

つ

挙
げ
れ
ば、

明

和

八

年
（

一

七
七
一
）

に

土
御
門
泰
邦
が

土
御
門
家
で

初
め
て

正
二

位
に

叙

さ

れ

た
背

景
に

は
、

宝

暦
の

改

暦
の

功
績
が

あ
っ

た

の

で

は

な

い

か

と

著
者
は

推

測
し

て

い

る

が

（

一

四

九

頁
注
34
）

、

私
見
で

は
、

明
和
六

年

2

七
六

九）

の

「

彗
星
」

・

同
七

年
の

「

孛
星
」

出
現
時
に

予

言
を

的

中
さ

せ

た

こ

と

が

大
き

か

っ

た

の

で

は

な
い

か

と

思

う
（

明
和

六

年
に

は
、

予

言
的
中
に

よ

り

泰
邦
の

息
子

泰
信
が

従
五

位
上

に

叙
さ

れ
て

い

る
）

。

近
世
の

陰
陽
頭
に

関
し

て

は

遠
藤
克
己

氏
の

研
究
（
『
近

世
陰
陽
道

史
の

研
究』

未
来
工

房
、

］

九
八

五

年）

が

あ
る

も
の

の、

著
者
も

研
究

史

整
理

で

指
摘
し

て

い

る

よ

う
に、

紹
介
さ

れ
た

史

料
の

分

析
や

考
察
は

十
分
に

な

さ

れ
て

い

な

い
。

今
後
は

陰
陽
頭
に

つ

い

て

も
研

究
を
進
め
る

必
要
が

あ
る
だ

ろ

う
。

　

最
後
に
、

使
用
さ
れ
て

い

る

個
々

の

史

料
の

性
格
が
検

討
さ

れ

て

い

な

い

点
が

気
に

な

っ

た
。

中
に

は、

近
世
中
期
に

成
立
し
た
と

考
え
ら
れ

る

『

名
将
名
言
記
』

を
典
拠
と

し
た

『

徳
川
実
紀
』

の

二

代

将
軍
秀
忠
に

関

す

る

逸
話
（

六

五

頁
∀

の

よ

う
に
、

使
用
に

当
た
っ

て

は

慎
重
を
期
す
べ

き

と

思
わ

れ

る

史
料
も
み

ら

れ
る
。

ま

た
、

記
録
は

残
っ

て

い

な
い

が
、

天
和

年
中
（

一

六

八
一

ー
八

四
）

に

は

幕
府
か

ら

触
れ
が

流
さ

れ、

当
時

陰
陽

師
改
め

を

実
施
し
て

「

有
髪
束
髪
二

而
占
考
祈
濤
最
方
角
等
考
致
候

輩
」

は

こ

と

ご

と

く
当

家
支

配
と

な

っ

た、

と

い

う
土

御
門
家
の

主
張
か

ら

著
者
は

「

土

御
門
家
に

よ
る

陰
陽
道
改
め

が
あ
っ

た

模
様
で

あ
る
」

と

述
べ

る

が

（

一

五

九

頁
）

、

は

た

し

て

こ

の

主
張
が

事
実
な
の

か
、

厳

密

な

史
料
批
判
が

必
要
で

あ
ろ
う

。

本
書
が

中
心

的
に

取
り

上

げ
る

組
織
の

拡
大
に

は

当
事
者
の

利
害
が

絡
む

以
上、

史
料
に

何
ら

か

の

作
為
が

潜
ん

で

い

る

可
能
性
は

否
定
で

き
な
い

。

使
用
さ
れ
た
史

料
の

大

半
は

信
憑

性

に

問
題
な

い

と

思

わ
れ

る
が
、

十
分
な

史
料
批
判
を
行
っ

た

上
で

議
論
が

な

さ

れ

て

い

れ

ば
、

地
道
な

実
証
作
業
に

基
づ

い

た

本
書
の

説

得
力
は

さ

ら
に

増
し

て

い

た

に

違
い

な
い

。

　

以

上、

浅
学
の

身
も

顧
み

ず
、

思
い

つ

く
ま

ま
に

感

想
を

述
べ

て

き

た
。

評
者
の

力
量

不
足
に

よ
っ

て、

誤
読
・

誤
解
を

し

て

し

ま

っ

た

箇
所

も
あ
ろ

う
か

と

思
う

。

ご

寛
恕
を
乞
う
次

第
で

あ
る

。

本
書
の

あ
と

が

き

は
、

次
の

よ

う
な
一

文
で

締
め

く
く
ら

れ

て

い

る
。

「

将
来、

ど
こ

か

で

私
と

出
会
い
、

私
と

議

論
を
た

た
か

わ
せ

る

で

あ
ろ

う

未
来
の

友
人
に
、

本
書
を

捧
げ
る

こ

と
に

し

よ

う
」

。

一

人
で

も
多
く
の

人
が

本
書
を
手
に

取
り

、

著
者
と

の

議
論
に

参
加
す
る

こ

と

を
祈

念
し
て

擱
筆
す
る

こ

と

に

し
た

い
。
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